
1.事業所の状況 2024/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 2 1 9 6 7 25

女性 0 0 1 1 2 3 7

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 6 2 5 6 6 25

女性 0 1 0 2 4 7

障がい種別ごとの利用者数

精神 知的 身体

男性 23 1 1

女性 7 0 0

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 3 17 5 0

女性 0 5 2 0

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

260 22

2621 218
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利用希望、新規利用および退所者の状況

見学者・退所者の状況

開所日数

2024年度 　きらめき(生活介護)  事業報告

延べ利用者数

体験利用者数

・4月利用者：ブルーリボンの利用者が併用されることに

・9月利用者：共同作業所生活介護の利用で、きらめきに移籍される。

・9月退所者：仕事に就き、計画相談担当者とも協議し9月末で退所の手続き

・11月の新規利用者は、聴言協会などの紹介

・11月の見学：体験は元りあんの利用者で12月より利用開始

・11月の見学：みおつくしの杜からの紹介、ブルーリボンで利用を開始される

・11月の見学：2月と1月の体験：シードからの紹介、2月から利用を開始

・12月の見学：亥の子谷障がい者相談支援センターからの紹介、利用にはつながらず

・1月の見学：元利用者でそのまま再利用を開始

・1月の見学：体験は、数年前に見学に来られた方で、すぐに体験を開始されている

・3月利用者：元利用者が再利用

在籍者数

新規利用者数

退所者数

相談・見学件数



苦情受付および事故の状況

〇5月の苦情

・自身の過去の情報がスタッフから利用者に漏らされていると苦情、説明で誤解はとける

・麻雀をしている利用者が得をしていると感じる、その利用者とも深くかかわっていることを再度確認する

〇6月の苦情

・スタッフから嫌われているのではという訴え、そうではないことを伝え納得される

・のぞみ総会で、自分の発表がうまくいかなかったことを他利用者の責任との苦情、傾聴で対応

・電話がつながらないという苦情、また特定のスタッフと話をしたかったができなかったと苦情、電話対応の

必要性を伝え、特定のスタッフがその日どんなスケジュールで仕事をしていたかを伝える

・ある利用者の食事の同行支援への非難と自分も同行してほしいという苦情、同行は支援で行ったことを説明

するが、その後は女性スタッフと二人きりでという訴えは続く

・ある利用者に年齢を尋ね、実年齢より＋５歳で言われたことに対して怒りを感じているという苦情

〇7月の苦情

・スタッフの予定が把握できないという苦情、説明で対応

・18時は過ぎていても電話対応してほしいと要望、開所時間を改めて伝える

・体調の悪い利用者の影響で、きらめきに来れないという苦情、傾聴と調子を崩している利用者にも対応、こ

の件ではサロンでの過ごし方、プログラム中のトラブル、体調の悪い利用者にスタッフが味方をしていると複

数件の苦情あり

〇8 月の苦情

・調子を崩した男性利用者からの苦情（持参したグラビア週刊誌がサロンからなくなった、男性スタッフに担

当替えしたこと、女性スタッフと電話で話したい）を複数件対応

・スタッフが怒っていることを見かけて驚いたとのこと、怒っているのではないと説明

・きらめき内で自分は嫌われていると話される、そうではないことを説明しながら傾聴で対応

・自分が何かを手伝うとスタッフが困る、自分の発言でスタッフを困らせているとのこと、自分がいなくなる

ときらめきが回らなくなると思っており、傾聴で対応

・自分の話が筒抜けになっていると苦情、ご本人がサロンの中で自分の話をしていたことに起因

・女性スタッフと食事に出かけたいという要望と6月の苦情以降その対応は控えていると説明、なかなか納得

されなかったが最終的には、違う形でお祝いをすることに

苦情及び事故の概要、その後の対応について

〇4月の苦情

・香水の匂いに関する苦情でスタッフから当該利用者へ対応

・花見の際1名弁当が足りずにおにぎりのみとなる、ご本人に謝罪

・きらめきの空気が以前と変わった、愚痴として聞いてほしいとのこと

・最近は記憶や約束が中々残らないということで連絡の頻度を上げることに

・報酬改定への対応で、やや混乱気味が解消できていない利用者への対応

苦情件数

事故件数

年間合計

63

8



〇10月の苦情

・きらめきで放置されている、行く意味があるのかとの苦情、話し合いで対応

・特定の利用者から家族の話を出されるのがしんどいとの苦情、スタッフからもの話題が次に出たときはこち

らから声をかけ、その話が広がらないよう工夫することを伝える

〇11月の苦情

・調理の手伝いに入る利用者が手を洗わず衛生面が気になるとの苦情、相談者の気持ちに寄り添う支援

・きらめきでやっていけないようであれば、他では難しいことを職員から言われたの苦情、話し合いの中で捉

え違いも見られ安心できた様子

・欠席時対応加算について、欠席の対応で税金が使われるのが申し訳ないとのこと、利用者みなが対象となっ

ていることで納得される

・来所しても手持無沙汰とのこと、利用者も併せて一緒に散歩するなどで対応

・スタッフが和室に音楽練習に入って、サロンへの見守りがいなくなったことへの苦言、スタッフ間でも共有

して気をつけておくことを返す

・音楽出演についての行事がたくさんあるのだが、把握できずに混乱、イライラすること、一緒にスケジュー

ルとそれまでの体調管理について整理

・夕食会の食事を早くしてほしいとのこと、グループでの活動であり、決まった提供時間でお願いする

・ある利用者の声が大きくてしんどいとの苦情、対応を共に考えることに

・夏場に調子を崩した方から怒鳴られたことへの不安、今はその方の症状も落ち着いていることを説明

・聴覚障がいがある方への契約説明時に、重説にある第3者委員の窓口において電話番号の記載しかない、休

む時の連絡手段についての記載で質問、他にも災害時の対応や、避難先においてのコミュニケーションなどの

不安を抱えている訴えをお聞きする、この案件は合理的配慮の足りない部分であったとスタッフ間で確認

・聴覚障がいがのため、周囲とのコミュニケーションの難しさがプログラム中にでてくる、慣れるまでは時間

が必要だが、しばらくはスタッフが横につくように対応

〇12月の苦情

・ある利用者が自分にぶつかってくるとの苦情、それは悪意があってのことではないことを説明

〇1月の苦情

・職員がイライラしているときに自分が殴られてしまうのではないかの相談、傾聴と話し合いで対応

・職員からなかなか話しかけてくれないとの苦情、お互い話しかけあうことを確認

・ボランティアさんより、ある利用者からの連絡頻度が上がっており対応に関する相談

・ある利用者から頻回にラインや電話がくるとの苦情、職員が間に入ることを提案するも、その後は距離を上

手に取れている

〇9月の苦情

・利用者同士の話が高揚する中で出てきた言葉への苦情、傾聴で対応

・苦手な利用者が来所しており、自分の通所日などの情報が漏れているのではとの苦情

・きらめきの雰囲気が変わって居場所がない等の苦情、話し合いで対応

・男性メンバーによる女性スタッフへのセクハラ発言の苦情、また自分は話の聞き役だという思いでしんどい

との苦情、しばらくお休みしたいとのことで、連絡を定期的に入れて様子を見ていくことに



〇3月の苦情

・利用者間でのトラブルから、今後ももめてしまうという苦情、上手に距離を取れるように対応

〇ヒヤリハット

・昼食会時にむせ、誤嚥している様子、こちらからゆっくり食べるように声掛け、また食事もできるだけ細か

くカットしたものを提供するなどの工夫（複数回あり）

・食後にお茶を運んでいる際に転倒、少量のお茶をこぼして滑った様子

・アレルギーを持つ方の入所、卵はよけること、サフラン弁当を頼んだ際も内容を確認するなどの対応

〇2月の苦情

・スタッフの電話対応がそっけないとの苦情、傾聴で対応

・たくさんの人の音がしんどいという苦情、でも自分で音を小さくしてほしいということができた

・ある利用者からの長電話と頻回な連絡に関する相談、傾聴と話し合いで対応（複数回）

・他事業所スタッフへの苦情、愚痴として聞いてもらいたいとのこと（複数回）

・使用した食器をきちんと洗わない利用者がいるとの苦情、挨拶をしない利用者への苦情

・男性利用者の女性スタッフへのセクハラ発言への苦情



2.生産活動

年間合計 年間平均

収入 224,100 18,675

支出 101,898 8,492

支払工賃総額 122,545 10,212

授産種目①

授産種目②

3.事業所での活動内容

佐竹台地区マンション清掃業務

バザー出店

〇利用者の状況

2024年度の総利用者数は2621人で、前年度より187人減となっている。2022年度をピークに、減少が続いている現

状である。開所日数も前年度より10日ほど減となっている。これは2023年度に開所日数を増やした結果、土日祝に出

勤するスタッフがいることで平日の支援が薄くなり、休憩時間を確保できなかったり、休日を2日連続で確保できず

に、スタッフ2名が発熱などの体調不良に見舞われたことを踏まえ、のぞみ福祉会の最低目標である260日開所で抑え

ようとした結果である。開所日数が減っているということから、利用者総数が減ることも致し方なく、その意味では

2024年度も、前年度と変わらないペースで利用者が来られていたと感じている。

夏場には猛暑による通所控えが多かったり、夏ごろには精神的な体調が悪化した利用者がいた影響で、通所にも影響

が出た他利用者も多かったり、2024年度から他事業所の併用を始めた利用者もいたことから、一時期は前年度よりも

かなり利用者減という時期もあった。しかし最終的にこの数字になったことは、利用者がいろんな思いの中で、頑

張って来利用してくれていたと感じている。

課題であった新規利用者の確保について、2024年度の新規利用者は7名おられ、そのうち、過去の利用者の復帰やの

ぞみ福祉会内での移籍ではなく、本当に新規の利用者も3名おられる。そのうち一人は、聴覚障がいの方であり、きら

めきでははじめての受け入れケースになったが、その分きらめきとして支援の幅の広がりにつながったと感じてい

る。

2024年度も変わらず、個別の支援や通所されていない利用者への電話対応、地域と協同の取り組みや、新規のプログ

ラムも含めた様々な活動を進めてきた。毎週月曜日に開催する利用者ミーティングや、普段のサロンの利用者との会

話の中でニーズをくみ取り、充実した活動に取り組むことができたと思う。ニーズを活動という形に作り上げていく

作業は簡単なことではないが、スタッフ利用者とともに、アイデアを出し合いがなら、多くの活動を行うことができ

たことも、利用者がきらめきに来ようと思えるきっかけとなっている。

〇自己表現の機会の創出～体験談発表～

2024年度も利用者が自らの思いを発表する機会がいくつかあった。ここ数年恒例となっている大和大学の看護学生へ

の発表では、今回は4名の利用者が体験談を語り、1名のボランティアも普段の利用者とのかかわりについて語ってく

れた。利用者からは、「自分の話が将来の看護師さんの役に立つなら」という思いで、主に看護師さんとの関わりを

テーマにしながら原稿の作成に取り組んでくれた。やはり利用者の話は学生の心を動かすものがあり、その姿に利用

者も喜んでいた。体験談はそれぞれが自分を見つめなおす機会でもあり、どう歩んできたかということから今の自分

の姿を肯定感をもって見つめなおされている。このような回復の過程に一緒に関われることは、スタッフにとっても

成長の機会となっていると感じる。今回はスタッフも教壇に立つ機会をいただき、支援者としての思いを語るにあた

り、改めて自分の在り方を問う機会にもなったと感じている。

こころによりそうボランティア講座では、3名の利用者が発表を行い、1名の利用者が原稿を作成しスタッフが代読し

た。代読原稿を作成した利用者は、普段はなかなかお話をすることも難しい方だが、原稿という形で初めて自分の思

いを表現できる機会となった。他の利用者も、今後ボランティアとして活動される方へというテーマで、主にボラン

ティアとかかわりができたことで、自分自身はどう変化してきたかという内容で原稿を作成してくれた。発表を通し

て、いかにここまで人と人としての出会いとつながりを持つことができたのかということを改めて感じた。人とのつ

ながりが何よりも力になるということも、利用者の発表の機会を通して学ばせていただいている。



〇地域との取り組み～芸術部・写真部～

2024年度も、きらめき芸術部・写真部の発表の機会がたくさんあった。利用者が創作する作品を展示発表すること自

体も自己表現の機会であることを感じるが、その機会の創出には、すべて地域の皆さんの力があって実現している。

写真部では撮影の活動にもいつも五月が丘福祉委員会のボランティアが同行してくれている。

西山田ふらっとサロンでは、恒例になっている写真部芸術部の展示会を開催した。今回のテーマは「なごみといや

し」。利用者自ら考案したテーマである。自分たちの作品で地域の皆さんに和んでもらいたいという思いから出た

テーマであり、これまで地域で展示会を重ねてきたことや、地域の皆さんからたくさんの声をかけてもらえることが

自信になってきた結果である。西山田ふらっとサロンでは、秋の手作りマーケット＆バザーにも出店させていただい

た。西山田ふらっとサロンはきらめきが何か地域と協同したいと考えたときに、真っ先に協力したいと声を出してく

れた場所でもあり、バザーは何よりも双方が協同しながら取り組むことができたイベントであった。地域に支えてい

ただくだけでなく、ともに歩む形ができつつある。

五月が丘福祉委員会の福祉のひろばでも、出展させていただくことが福祉委員会の中でも恒例行事となっている。何

よりきらめきの地元ということもあり、利用者もここでの展示に一番気持ちが入っている。福祉委員会と共に取り組

むという機会が年間を通して本当に増えており、こちらも支えていただくだけの関係ではなく、共に活動する関係が

築けつつあり、そのことできらめきの存在感が地域の中で少しずつ増していることも感じる。その結果、利用者と福

祉委員会の皆さんを含めた地域の方との距離の縮まりを感じ、利用者も地域で生きる自信にもつながっている。

他にも吹田えぇもんフェスタ、はぴすまのぞみ福祉会月間、障がい者週間記念事業など、きらめきで作品を作り、外

部で展示や販売するという機会がここ数年で大幅に増えている。

〇地域との取り組み～防災の取り組み～

きらめきスタッフが、五月が丘地区防災委員会に参画していることで、2024年度も地域とともに防災の活動を進めて

きた。2011年の東北の震災以降、五月が丘地区の防災訓練には毎年参加している。五月が丘在住の利用者が、防災訓

練に参加することで自分がきらめきの利用者であることが明るみになるという不安から、長年訓練に参加できかっ

た。しかしここ数年五月が丘地域とのかかわりの中で、町でも挨拶ができる方が増えてきたり、地域の方と共に活動

する機会が増えたことで、安心したということから防災訓練に参加ができるようになった。防災という取り組みだけ

でなく、地域との関係性が作れたことで、この利用者がこの場に参加できることができるようになったことが本当に

大きなことで、まさにきらめきが目指してきた地域の中で生きるというテーマが体現されたエピソードである。

毎年行っている防災ワークショップでも、五月が丘地区防災委員会の皆さんが参加され、もし災害があったらきらめ

きの皆はどんなことに困るのか、是非教えてほしいと話されている。防災委員の方も、きらめきの利用者に寄り添っ

た取り組みを考えなければいけないと感じてくれており、防災の取り組みを行うというイベント的なことだけでな

く、まさにこの関係が築けていることが確実に防災にもつながっていると感じる。



〇地域との取り組み～音楽の会、中島みゆきの会～

きらめきの音楽の会でも、たくさんの発表の機会があった。福祉委員会が関係する行事において、「五月が丘地区福

祉委員会独居高齢者昼食会「ハッピーかい」での演奏では、福祉委員会の皆さんと共に、高齢者の皆さんに元気に

なっていただくための活動に取り組むことができたことに意義を感じている。五月が丘地区の障がい者事業所と福祉

委員会との交流会「輪にネット交流会in五月が丘」では、普段から顔見知りになろうという目的のもと、いろんな形で

地域の方と関係を築きながら、演奏を通してみんなで楽しみ、そしてきらめきのことを知っていただける機会となっ

ている。五月が丘地区お楽しみ会でも、演奏を通して高齢者の皆さんの「楽しかった」という感想が励みとなってお

り、お互いが元気になれる機会となっている。また福祉委員会からも、きらめきと共に活動することが当たり前と

なってきているとお話をいただけるようになった。

山三地区福祉委員会主催の「亥子谷音楽祭」は、福祉関係者の集まりではないイベントの中で、きらめきの紹介も行

いながら、演奏を聞いていただき、大きな拍手と歓声をいただけることが次への意欲につながっている。

ハートふれあい祭りの「中島みゆきの会」では、普段音楽の会に参加していない利用者が、人の前に立って歌を歌う

という取り組みで、選曲から皆で考え、練習を重ねてきた。その利用者の思いに応えるべく伴奏を担当するスタッフ

も、かなり練習に時間を割いた。当日は来場者の皆さんから、本当に良かったという声をたくさんいただけた。この

感想はやはり励みになり、2025年度も「中島みゆきの会」の利用者は、すでに次は何を歌おうかという選曲に入って

いる。同じくハートふれあい祭りの音楽の会は、初出演の利用者もいて、何より発表に向けてみんなで頑張って練習

を重ねてきた過程が本当に大切な時間であったと感じる。

きらめきでは、サロンで個々で過ごすということが当たり前だった時代もあったが、音楽などグループで行う取り組

みができたことで、皆で何かに取り組んで作り上げていくという経験を持つことができている。そして地域の力で発

表の機会があったり、地域の皆さんからいろんな感想をいただけることで、さらに次への意欲が高まっていることを

感じる。

〇生活の充実に資する活動～レクリエーション、麻雀、ボランティア交流会など～

2024年度も様々なレクリエーションを開催した。

外食レクリエーションでは、今まで一人で行ったことがない、一人ではなかなか行けない、それならば皆で行こうと

いうテーマのもと開催している。2024年度も合計で4回の外食レクを実施した。また2024年度から開始したホットプ

レートパーティーでは、普段の昼食会とはまた違った趣向で、ホットプレートを使って簡単にできる料理として開催

するようになった。

美術館鑑賞のレクリエーションも数回開催している。芸術作品を見に行くだけでなく、芸術部や写真部で活動するよ

うになった今、自分たちの展示でもこんなことができるのでは、こんな作品を作ってみたいなど、ただ見て楽しんで

お終いではない取り組みに変わってきており、新たな活動意義が加わっている。

麻雀も定期的に行われており、ボランティアが参加する麻雀交流会も月1回開催してきた。こちらも一人ではなく数人

で行う取り組みであることから、利用者同士で声を掛け合って卓が立つということに大きな意義があることを感じ

る。麻雀ができる新規利用者が来た場合も、麻雀を通して利用者同士の関係が築きやすくなっていることを感じる。

ボランティアには、昼食会・音楽の会・写真部撮影会・パン作り教室・パソコンサロン・麻雀交流会・レクリエー

ション同行など、さまざまな形で関わってもらっているが、ボランティアが一同に介するボランティア交流会も4回開

催している。ボランティアが来る日に通所しない利用者も、ここでボランティアと会うことができ、いろんな人と出

会う機会でもあり、いろんな人がともにきらめきで活動していることも改めて確認でき、ボランティア同士も同じき

らめきで活動している者同士ということで関係が深まる機会となっている。



4.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

11

39

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

下郡 11

下郡・信田 4

渥美 6

下郡・西川 2

下郡・渥美 7

信田 12

対外的な活動

担当者 回数

下郡 2

下郡 8

下郡 6

下郡 6

下郡 10

下郡 5

虐待防止チーム のぞみ福祉会虐待防止委員会に関すること

吹田市障がい者週間記念事

業実行委員会
障がい者週間記念事業の運営に関すること

五月が丘地区福祉委員会 五月が丘地区福祉委員会の運営委員会

吹田市社会福祉協議会施設

連絡会幹事会
施設連絡会の運営に関すること

吹田市障がい者の働く場事

業団授産部門会議
HAPPY&SMILEの運営に関すること

吹田市障害福祉サービス日中活

動事業所連絡会事務局会議
日中活動事業所連絡会の運営に関すること

名称 内容

吹田市障がい者の働く場事

業団事務局会議
吹田市障がい者働く場事業団の運営に関すること

内容

内容及び状況

〇総括そして2025年度へ

2024年度のきらめきは、事業実施状況にあるように、例年通りさまざまな活動に取り組んできた。スタッフとしては

利用者の頑張りに助けてもらえたことも多かったように思う。普段の活動はもちろん、体験談発表や芸術部・写真部

の展示会、音楽の会の発表など、その都度利用者が見せる笑顔や取り組みに対する姿勢に一緒に伴走できたことも嬉

しく感じてきたし、そのことでスタッフも元気をもらっていた。2025年度からは職員の体制も運営の体制も変わる。

これからもきらめきの大事な部分、特に地域と関わりながら人とのつながりの中で回復していく環境を作ること、利

用者の持っている力が、誰かに操作されることなく、そのまま発揮できること、そして利用者が今日も充実していた

と感じ、楽しかったと思えるきらめきであり続けることを大切にしたいと思う。

BRKR合同ミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・年間行事・ケースカンファレンス等

きらめきミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・勤務予定・ケースカンファレンス等

名称

名称

〇個別の支援

2024年度もグループのプログラムやサロンの活動だけでなく、利用者の個別の事情や生活上の出来事に関する支援、

またが通所日ではなかったり、他事業所を利用していても夕刻の電話の対応などの個別支援にも力を入れてきた。

昨今は様々な支援体制ができたことで支援も分業化されており、ある意味役割分担は支援者間ではしやすくなった部

分もある一方で、枠にのみとらわれる支援の在り方では利用者の個別の状況には寄添えない部分もあるように感じ

る。特に制度の狭間の部分に当たる課題を抱える利用者も多い。他機関との連携をきちんととりながら、特に日中の

事業所はアウトリーチ型の事業と比しても日常的に利用者と顔を合わせ関係を作ることができるという利点をきちん

と生かした支援を行ってきた。今後も本当の意味で「寄添う」という部分にしっかりと軸足を置ける支援を行いたい

と思う。

事業所連絡会 のぞみ福祉会の事業所運営に関すること

管理者会議 のぞみ福祉会の運営に関すること

防災会議 のぞみ福祉会の防災に関すること

出納職員交流会 のぞみ福祉会出納職員による交流会

エンジン会議 のぞみ福祉会の今後の事業運営に関すること



下郡 1

下郡 3

下郡 2

渥美 9

信田 5

下郡・渥

美・信田
3

渥美 4

下郡 5

五月が丘地区寄添い隊会議
五月が丘地区の福祉委員、学生、社協、地域包括、障

がい者事業所の連携で行う地域貢献について

輪にネット交流会実行委員

会

五月が丘地区福祉委員会と障がい者事業所の交流会に

関する実行委員会

吹田しあわせネットワーク

学生支援プロジェクト

施設連絡会の取り組みで、学生支援に関するプロジェ

クト会議

亥の子谷・千里ニュータウ

ン地区地域会議
亥の子谷・千里ニュータウン地区の地域会議に参加

こころによりそうボラン

ティア講座実行委員会
ボランティア養成講座の実行委員会に参加

吹田えぇもんフェスタ実行

委員会
吹田えぇもんフェスタ開催に関すること

地域福祉計画推進専門分科

会
社会福祉審議会の地域福祉計画に関する専門分科会

五月が丘地区防災委員会 五月が丘地区の防災に関すること



事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

初詣レク、輪にネット交流会、創作（ミシン）、お餅パーティー、ホットプレートパーティ（チーズダッカルビ）、昼食つくり（お好み焼

き）、ボッチャ大会、五月が丘地区お楽しみ会、パンづくり教室（プレッツェル）、昼食つくり（ぶり大根）、のぞみ防災ミーティング、共

同作業所個展見学、ホットプレートパーティ（サムギョプサル）、昼食つくり（ほうれん草とウインナーのグラタン）、こころによりそうボ

ランティア講座体験談発表

ホットプレートパーティー（塩焼きそば）、看護師プログラム(スクラッチアート、ぜんざい作り)、スィーツつくり（エクレア）、ぜんざい

作り、レク（モネ＆フレンズ・アライブ）、創作（レジン）、中島みゆきの会、昼食つくり（ビーフシチュー）、ボランティア交流会、ホッ

トプレートパーティ（パンケーキ＆ゴマチーズぱん）、創作（レジン）、次年度体制説明会、昼食つくり（小松菜のジェノベーゼ）、写真部

（万博梅撮影）

スイーツつくり（レモンマフィン）、チヂミつくり、中島みゆきの会、ハートふれあい祭り、創作（レジン）、ふらっとサロンミーティン

グ、のぞみ合同防災イベント、レク（蜷川実花展）、ホットプレートパーティ（ブルゴギ）、創作・重曹アート、昼食つくり（エビフラ

イ）、外食レク（焼肉くらや）、送別会

七夕飾りつくり、サフラン個展見学、スィーツつくり（ババロア）、レク（フタバボウル）、昼食つくり（豚の細切れ酢豚）、スィーツつく

り（ティラミス）、たこ焼きパーティー、スィーツつくり（焼きプリン）、青山台ブレックファースト、外食レク（箕面キューズモール心斎

橋ミツヤ）、昼食つくり（キーマカレー）、写真部撮影（向日葵）、ボランティア交流会

昼食つくり（えびちり）、祝日開所（昼食つくり：天ぷらソーメン・かき氷）、祝日開所（昼食つくり：トンテキ、スィーツつくり：スイカ

パフェ）、大和大学出張講座、昼食つくり（ナポリタン）、福祉のひろばミーティング、スィーツつくり（マカロン）　＊31日台風接近の

ため閉所

大阪人間科学大学より実習生（2日～30日）、手作りフェア、福祉のひろば買い出し、福祉のひろば会場下見、昼食つくり（チキンのトマト

煮込み）、のぞみ防災会議、祝日開所（福祉のひろば創作）、ハ-バリウム作り、虐待防止研修、昼食つくり（餃子）、祝日開所（サロン・

福祉のひろば搬入）、五月が丘福祉委員会福祉のひろば、ブルーリボン個展見学、スィーツつくり（シフォンケーキ）

創作活動、レク開所（花火）、ホットプレートパーティー（豚玉）、看護師プログラム(ハロウィン飾り作り)、外食レク（びっくりドン

キー）、防災パンフレットポスティング、昼食つくり（キノコのクリームパスタ）、吹田えぇもんフェスタ、ホットプレートパーティー（パ

エリア）、障がい者歯科健診・障がい者週間用音楽の会動画撮影、写真部撮影（コスモス）、映画観賞、スィーツ作り（胡桃とバナナのパウ

ンドケーキ）

西山田ふらっとサロン手作りマーケット＆バザー、ホットプレートパーティー（瓦そば）、大坂健康ほいく専門学校より実習生（5日～27

日）、創作、写真部ミーティング、五月が丘防災訓練、看護師プログラム(クリスマスリース作り)、昼食づくり「鮭ときのこの味噌煮」、の

ぞみ防災会議、レクリエーション（京都水族館）、五月が丘福祉委員会ふれあい昼食会にて音楽の会演奏、第三者委員聞き取り、昼食つくり

（春巻き）、ボランティア交流会用ケーキ作り、ボランティア交流会、ホットプレートパーティー（そばめし）、アムール創作、スィーツつ

くり（ティラミス）、写真部撮影、レクリエーション（大山崎山荘）

防災ワークショップ、創作（レジン）、亥子谷音楽祭リハーサル、COCOROフェスに出店、亥子谷音楽祭、ホットプレートパーティー（焼

きうどん）、昼食つくり（唐揚げ）、のぞみ防災ミーティング、昼食つくり（ハンバーグ）、映画観賞会、ホットプレートパーティー（餃

子）、看護師プログラム（お正月飾りづくり）、クリスマス会、スイーツづくり（フォンダンショコラ）、忘年会・大掃除

ひばりの会・レク（ミュシャ館）、総会音楽の練習、スィーツつくり（ブルーベリーレアチーズケーキ）、写真部撮影（菖蒲・紫陽花）、昼

食つくり（ジャガバタ肉巻き）、のぞみ総会、スィーツつくり（チョコバナナマフィン）、青山台ブレックファースト、アムールさん創作、

昼食つくり（ロールキャベツ）、たこ焼きパーティー・サフラン個展見学

2024年度

事業所活動

夕食会(週2回)、ストレッチ・ゆるトレ(月4回)、きらめき利用者mtg(週1回)、昼食会(週1回)、のゼミ(月1回)、ひまわり勉強会(隔月1回)、

看護師相談（月1回）、きらめき音楽の会（週1回）、佐竹台地区マンション清掃（週1回）、パソコンサロン（月2回）、サロン（毎日）、

芸術部活動（適宜：塗り絵・書道・レジン・スクラッチアート・重曹アートなど）・連絡会（偶数月）、ピンポン（月2回）、麻雀（適

宜）、麻雀交流会（月1回）、アムールさん合同創作活動（2か月に1回）

高知県立大学より実習生、ふらっとサロンミーティング、外食レク（ガンガマハル）、スィーツつくり（ごまプリン）、レクリエーション

（中之島美術館モネ展）、公民館講座「押し花レジン」、昼食つくり（たけのこご飯）、ふらっとサロン展示会「こころの色彩アートなごみ

といやし」（～5月10日）、昼食づくり（チキン南蛮）、スィーツつくり（モンブラン）、ボランティア交流会

写真部撮影会（ネモフィラ）、昼食づくり(味噌バターコロッケ)、パンづくり(メロンパン)、スィーツつくり（シュークリーム）、チヂミつ

くり、さくらフェスタ、昼食づくり(牛肉と野菜の甘辛炒め)、公民館講座(姿勢改善ストレッチ)、昼食づくり(麻婆豆腐)、レクリエーション

（アサヒビール工場）



渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

下郡竜太郎 14 ： 00 ～ 16 ： 00 施設連絡会20周年記念シンポジウム 〇 吹田市社会福祉協議会施設連絡会

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

下郡竜太郎 18 ： 30 ～ 20 ： 30 愛着障がいについて学んでみようPartⅡ 〇 〇 日中活動事業所連絡会

下郡竜太郎 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 のぞみ福祉会内部研修

信田涼 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 のぞみ福祉会内部研修

西川瑶子 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

下郡竜太郎 18 ： 30 ～ 20 ： 00 吹田しあわせネットワーク報告会 〇
日中活動事業所連絡会・吹田市社会福祉協議

会施設連絡会

渥美結莉 サービス管理責任者実践研修 〇 〇 大阪府障害者福祉事業団

下郡竜太郎 14 ： 00 ～ 16 ： 10 吹田市ここサポ養成講座 〇 吹田市障がい者週間記念事業2024

信田涼 サービス管理責任者実践研修 〇 〇 大阪府障害者福祉事業団

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

2024 年 度 研 修 参 加 実 績

6月27日

7月25日

氏名

8月5日

10月7日

11月19～20日

12月7日

1月21～22日

終日

終日

9月18日

9月18日

9月18日

9月18日

9月26日

事業所名：きらめき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①

人

権

②

事

業

③

資

格

6月26日

4月18日

5月23日

⑧

そ

の

他

備 考

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律
日 付 研 修 時 間 研 修 テ ー マ



1.事業所の状況 2025/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 1 0 10 8 6 25

女性 0 0 4 3 4 4 15

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 3 2 5 15 0 25

女性 2 1 7 5 0 15

障がい種別ごとの利用者数(重複あり）

精神 知的 身体

男性 24 1 0

女性 14 2 0

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 3 18 3 1

女性 1 6 7 1

開所日数と利用実績

2月 3月 年間

20 23 267

238 310 3105

0 0 0

35 36

1 3 6

0 0 4

1 1 6

1 2 6

利用希望、新規利用および退所者の状況

見学者の状況

　のぞみ共同作業所  事業報告2024年度

（うち在宅支援）

延べ利用者数

開所日数

体験利用者数

・2月の新規利用者は、ご家族がHPを見て問い合わせしてくださった方。体験利用を経て正

式に利用となった。区分5の方の受け入れは初めて。

・3月の新規利用者お1人目は、片山・岸部障がい者相談支援センターからの紹介の方。体

験利用を経て正式に利用となった。

・3月の新規利用者お2人目は、元利用者の方。一旦のぞみ共同作業所を退所してB型事業所

に通っておられたが、「のんびりした雰囲気のところに通いたい」とのことで、再度契約す

ることとなった。

・3月の新規利用者3人目は、相談支援事業所シードからの紹介の方。入院生活が長く地域

での暮らしを経験する機会が少なかったそう。介護保険に切り替わる前に地域での生活を体

験したいというご希望があり、利用を開始されることとなった。

・2023年度は外部機関からの紹介で正式利用に繋がった方がお一人もいらっしゃらなかっ

たが、今年度は6名中2名の方がのぞみ福祉会以外の機関から繋がり、正式利用となってい

る。外部に向けての情報発信は今後さらに拡充していきたい。

月初在籍者数

新規利用者数

退所者数

相談・見学件数



退所者の状況

苦情受付および事故の状況

２月 ３月 年間合計

苦情件数 1 1 9

事故件数 0 0 0

2024年度、苦情として取り上げたのは9件。衛生面に関することや、利用者同士のトラブルもあったが、「職員に

無視されたと感じた」「職員が他の人には声をかけるのに、自分には声をかけてくれない」など、「職員と話した

い」という気持ちに起因する苦情が一番多かったように思う。時間をとってゆっくり話し合うことで、ほとんどの

苦情は解消している。

意見箱や利用者ミーティングを通じて、これまで以上にたくさんの利用者の声を聞かせていただいた1年だったよう

に思う。聞かせていただいた声に、しっかりとお返しするということも意識してきた。ミーティング内であがった

要望や目安箱に投函があったご意見については、必ずスタッフで話し合いみなさんにお返ししている。事業所内で

利用者が安心して意見を言える雰囲気作りについては今後も意識していきたい。

苦情の概要、その後の対応について

2024年度の退所者は4名だが、そのうち1名の方は再度契約をされており、別の1名の方も

現在体験利用という形で通所を続けておられ、近々正式に再度契約をされる予定。



2.就労定着支援（2024年9月で終了）

年間合計

就労定着支援 15

3.事業所での活動内容

就職先

松風園、日本システム、ひごペットフレ

ンドリー、リビアス

（1）プログラム活動について

　年度の当初は、定員（20名）の7割（14名）の方に毎日通所してもらえることを目標にしよう、と職員

間で確認し、そのためにどの曜日のどの時間帯にどんな内容のプログラムを開催すれば1人でも多くの利用

者に参加してもらえるのか、常に職員全員が数字を意識して日々の活動に取り組んだ。これまで週2回通所

されていた方に週3回通所してもらうために、その方が参加できそうなプログラムを、その方がいつも通所

している曜日ではない曜日に組んでみたり、お1人お1人にも焦点を当てながら、地道に1日あたりの利用者

数を増やしていった1年だったと感じている。1日平均14名には届かなかったが、3月には初めて月間の利

用者数が300人を超え、取り組んできたことの効果は確実に実感できている。

　上記のように数字を意識しながらも、「利用者の声から始める」「来ると元気になる場所」という従来

のぞみ共同作業所の生活介護が大切にしていた部分をなくさないように、試行錯誤した。アンケートで意

見の多かったプログラムをいくつも採用したほか、利用者主体の同好会活動が始まったことも2024年度の

特徴であり、参加されている方々は参加者同士で日程や場所を決め、共通の趣味で盛り上がっておられ

る。

　通所者数が増えたことでしんどさを感じる利用者や、利用者間での気になることについての相談も増え

ている。人数が増えた分、衝突が起こることはある程度仕方のないことだと思う。衝突を恐れて活動を縮

小するのではなく、トラブルにその都度丁寧に対応することを継続し、安心してより多くの方に利用して

いただけるような活動を目指したい。

　1年を通じて「丁寧に個別支援を提供しながら、利用者数を増やす」というチャレンジを続けてこられた

ように思う。良い支援と安定した運営の両方を達成するために、今後も工夫を続けていきたい。

（2）相談支援

　多種多様な相談があったが、その中でも特に家族関係に関する相談が多い１年だったように思う。ご家

族との関係性に悩んでいるという相談だけでなく、ご家族が入院したりお亡くなりになったことで生活に

変化があった利用者も数名いた。また、虐待案件として吹田市にも関わってもらったケースが２件あった

他、現在は関係機関とのやり取りの中で見守っているが、今後虐待案件として吹田市にも関わってもらう

ことになるのではないかと思われるケースも1件ある。ご本人や関係者が安心して相談できる場所の少なさ

を改めて感じられたが、のぞみ共同作業所としては、利用者の気持ちに寄り添う立場で継続して話を聞か

せていただいている。

　ご本人だけでなくご家族からのご相談も何度かあった。定期的にお話を聞かせていただいているご家族

もあり、将来的にご家族向けのプログラムも開催できればと感じている。利用者だけでなく、その家族も

相談しやすい事業所にしていきたい。

　関係機関との連携を強めた1年だった。市役所、保健所、計画相談担当者、訪問看護など、関係機関と定

期的に連絡をとり情報共有することの大切さを改めて感じた。

　契約をしていない方からの電話相談や面談希望が月に何度かあった。地域の相談窓口として機能したい

と思う反面、正規の利用者が増加している中で職員の疲弊にもつながりかねないため、対応できる部分と

できない部分の線引きはしておかなければならないと感じている。



（5）職員の資質向上

　伝達研修を行うことができたが、事業所全体としてはなかなか外部研修に行けていない。職員が学びを

深める機会をつくることは、今後意識していきたい。

（3）地域交流活動

　ハートふれあい祭り、吹田えぇもんフェスタ、大阪学院大学学園祭、はぴすまのぞみ月間など昨年に引

き続き参加したイベントのほか、江坂みんなのゆめフェスタや青山台ブレックファスト、ローズウィーク

など、初参加のイベントにも多数参加させていただいた。イベントへの出店がのぞみ共同作業所を知って

いただく機会になっているほか、関わった利用者の自信や経験にもつながっている。関わる利用者も少し

ずつ増えており、作業所全体が活気づいた印象もある。

　のぞみ共同作業所のある吹二地区のみなさんとの関わりをあまり持てなかったことが前年度までの課題

だった。2024年度は手話講座のほか、夏祭りのお手伝いをさせていただいたり、福祉委員さん主催のふれ

あいサロンへ継続して参加させていただき、地域のみなさんと顔を合わせる機会が去年よりが各段に増え

た。3月には南吹田福祉委員さん主催のイベントにも出店させていただいた。繋がりを絶やさないよう、今

後はこちらからも何かアクションをかけていければと思う。

　引き続き、ボランティアさんに日々の活動に参加していただいている。交流が増える中で、ボランティ

アさんと利用者との間で気持ちのすれ違いが起こることもあったが、スタッフが間に入りお話しさせてい

ただくことで解消している。

　Sリーグにも継続して参加させていただいた。チームスポーツが多く、声を掛け合いながら楽しんで参加

されていた。他法人の方と同じチームになることもあり、法人を超えた交流の場としても良かったと思

う。

　1月には初めての作品展「はじめまして、のぞみ共同作業所です」をブルーリボンで開催させていただい

た。多くの利用者が関わってくれ、素敵な作品展を開催することができた。作品展をきっかけに創作に参

加し始めた利用者もおり、早くも第2回の開催を目標として創作に取り組んでおられる。

（4）生産活動

　引き続きウナギのたれシール貼りを内職の時間に行っている。参加者も徐々に増えており、工賃が発生

する「お仕事」としてやりがいをもって取り組んでおられるようだった。見学・体験に来られた方も、内

職に興味を持たれる方が多く、工賃が発生するプログラムが週2回あることはのぞみ共同作業所の魅力の１

つなのだと感じた。

　今年度も除草作業に参加した。工賃を1回1000円に設定し、日帰り旅行の積み立てにも充てられるよう

にしたが、利用者の参加数は伸びず、結果的に職員が作業を頑張ることになってしまった。利用者がより

参加しやすい方法を検討していく必要がある。

　大量に商品が必要となる販売イベント前には、商品作りのプログラムを開催した。普段は創作活動に参

加されない方にも関わっていただけたことで、販売イベント自体も盛り上がったような印象がある。2025

年度は定期的に商品作りのプログラムを開催し、みんなで作業所を盛り上げていきたい。

（6）情報提供

　月に1回、ガーデニア便りの発行を続けている。長期間通所されていない利用者には郵送しており、ガー

デニア便りを見て久しぶりに連絡をいただけることもあった。

　９月末よりInstagramを開始。日々の様子を発信しやすくなった。Instagram更新とホームページのト

ピックス更新をセットで行っているため、ホームページの更新頻度も前年度より上げることができた。今

後は各情報発信媒体の持つ役割を整理し、届けたい層に合わせて発信する情報を考えていきたい。また、

のぞみ共同作業所を知ってもらうために外に出ていく活動の幅を今後はさらに広げていきたいと思ってい

る。



4.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

27回

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

入澤 18回

入澤 6回

三品 15回

篠原‣三品 3回

対外的な活動

担当者 回数

三品 11回

三品 6回

入澤 9回

入澤 10回

名称 内容及び状況

（7）感染症や災害に対する取り組み

　9月に防災プログラムを実施。災害時伝言ダイヤルの体験など積極的に取り組まれる利用者は少なく、ほ

とんどの利用者が災害をどこか他人事としてとらえておられるような印象を受けた。防災プログラムを続

けることで、防災意識を高めていきたい。

  BCP机上訓練研修を受けたスタッフが伝達研修を行う。初めての机上訓練で、現在のBCPの改善点が見え

てきたため、スタッフで手分けをしてBCPを改良している。改良したBCPを使った形での防災訓練を2025

年度は複数回実施できるよう、引き続きBCPのブラッシュアップを進めていきたい。

生活介護mtg 予定の確認、プログラムの内容、利用者の支援等について

名称 内容

虐待防止mtg 法人の虐待防止に関する話し合い

管理者会議 法人の運営に関する話し合い

防災mtg 防災に関する話し合い

事業所連絡会 運営状況や職員の働き方に関する話し合い

吹田の障がい者福祉と医療

を進める会
吹田の福祉と医療についての情報提供や意見交換

働く場事業団の活動についての話し合い働く場事業団事務局会議

名称 内容

働く場事業団授産部門会議 主にはぴすまの活動についての話し合い

日中活動事業所連絡会 吹田市内の日中活動事業所の連絡会



三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 依存症相談対応基礎研修 〇 主催：大阪府こころの健康総合センター

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 about me クラブ 〇 主催：大阪府

三品遥 13 ： 30 ～ 17 ： 00 about me クラブ 〇 主催：大阪府

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇

篠原早紀 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇

三品遥 13 ： 30 ～ 16 ： 30 伝達研修（依存症について） 〇 5月27日の研修内容を事業所内で伝達

入澤隆一 13 ： 30 ～ 16 ： 30 伝達研修（依存症について） 〇

篠原早紀 13 ： 30 ～ 16 ： 30 伝達研修（依存症について） 〇

福田秀子 13 ： 30 ～ 16 ： 30 伝達研修（依存症について） 〇

三品遥 14 ： 00 ～ 16 ： 00 発達障害といじめ 〇 主催：大阪府発達障がい者支援センター　アクト大阪

入澤隆一 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内研修

篠原早紀 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内研修

三品遥 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内研修

勝本光子 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内研修

礒野和美 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内研修

三品遥 18 ： 30 ～ 20 ： 30 BCP机上訓練研修会 〇 主催：日中事業所連絡会

三品遥 10 ： 00 ～ 12 ： 00 災害時メンタルヘルス研修 〇 主催：吹田市精神障害にも対応した地域包括ケアシステム専門部会

三品遥 9 ： 30 ～ 15 ： 00 親なき後を見据えて 〇 主催：社会福祉法人明星福祉会

入澤隆一 10 ： 00 ～ 12 ： 00 BCP机上訓練 〇 事業所内研修

三品遥 10 ： 00 ～ 12 ： 00 BCP机上訓練 〇 事業所内研修

9月18日

9月18日

9月18日

9月18日

9月18日

④
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理

者
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新

人
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Ｓ
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⑧

そ

の

他

12月11日

1月16日

1月17日

1月17日

⑦

法

律

②

事

業

2024 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：　　　　　のぞみ共同作業所　　　　　　　　　　　　　　

①

人

権

③

資

格
氏名 開 催 日 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

12月2日

備 考

5月23日

5月27日

5月28日

6月25日

6月27日

6月27日

7月23日

7月23日

7月23日

7月23日

8月26日



福田秀子 10 ： 00 ～ 12 ： 00 BCP机上訓練 〇 事業所内研修

勝本光子 10 ： 00 ～ 12 ： 00 BCP机上訓練 〇 事業所内研修

信田美希 10 ： 00 ～ 12 ： 00 BCP机上訓練 〇 事業所内研修
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： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

1月17日

1月17日

1月17日



事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

除草作業・のぞみ総会・土曜開所（初心者麻雀の会/第3土曜の会）・避難訓練・1日フリースペース

2024年度

事業所活動

・調理/創作/昼食会（月4～5回）・たこやき（月1回）・ピンポン/ボッチャ（月1回）・グループワーク

（毎週水曜日、第2、4金曜日）・フリースペース（週1回）・椅子ヨガ（月3回）・看護師さんを囲んで

（月1回）　・エンジョイ♪音の会（月1回）・第2金曜日の会（月1回）・パソコンサロン（月2回）・ア

ムールサロン（月1回）・利用者ミーティング（月1回）・ピアカン本人（月1回）・内職（月8～9回）・

ポスティング（年４～５回）・ガーデニアだより綴じ（月１回）・麻雀大会（月1回）・誕生日会（年3

回）

土曜開所（江坂みんなの夢フェスタ参加/ウォーキングの会）・1日フリースペース・祝日開所

映画上映会・土曜開所（ローズウィーク参加）・土曜開所（サフランへ行こう）・1日フリースペース・

外出レク：神戸・京都・祝日開所

初詣・バレーボール観戦・ボッチャ大会・USJ説明会・初作品展「はじめまして、のぞみ共同作業所で

す。」開催（ブルーリボン）・土曜開所（作品展イベント（サシェ・消しゴムはんこ実演））・祝日開所

日帰り旅行（USJ）・吹二地区福祉委員会手話講座・はぴすまのぞみ月間・Sリーグ参加・祝日開所

お楽しみ会（総福）・土曜日開所（ハートふれあい祭り）・吹南福祉ふれあいフェスティバル参加・のぞ

み合同防災イベント・春のお散歩・礒野さんありがとう会・中華バイキングへ行こう・祝日開所

外出レク（梅田で七夕）・1日フリースペース・土曜開所（青山台ブレックファースト）・祝日開所

かき氷・土曜開所（映画観賞会）・大和大学出張講座・日曜開所（野球観戦）・吹二地区福祉委員会手話

講座・吹二地区夏祭り

除草作業・防災大掃除・ランチへ行こう（グリーンプレイス）・篠原さんを送る会・祝日開所

土曜開所（サッカー観戦）・えぇもんフェスタ参加・日曜開所（大阪学院大学学園祭参加）・音を鳴らし

て楽しむ会・Sリーグ参加・祝日開所

外出レク（大阪天満宮）・土曜開所：映画観賞会・吹二地区福祉委員会手話講座・聞き取り・朝ごはんの

会・祝日開所

茶話会～小さなお悩み相談会～・土曜開所：吹田cocoroフェス参加・歯科検診・大掃除・土曜開所（忘年

会）



2024年度　エスペランサ（共同生活援助）事業報告

１．利用者の状況

在籍者数

性別 人数 男 女

エスペランサ 男 4 2

サテライト 男・女 1 0 1

ピオラ 男・女 4 4

サテライト 男・女 1 0 1

プレジール 男 3 3 47

合計 13 9 2 47 1

1

2

・プレジール退居者について…4月20日に1名退居。現在計画相談・訪問看護などサービスを受けなが

ら一人暮らしをスタートされている。一人暮らしへスムーズに移行できるように、退居後の支援も実施

した。６月末まで体調確認や引っ越し後の手続き、関係機関への連絡・調整などを行った。

・プレジール入居者について…7月1日に男性1名入居。共同作業所・シードを利用されており、前々か

らプレジールを利用希望されていた。6月中に体験利用を11日間され、7月から正式利用になった。一

人暮らしではなく職員の支援を受けられるグループホーム住まいに安心して利用されている。

・エスペランサ退居者について…６月末で1名退居。3月に入居された方だが、5月以降利用がなく、本

人も継続して利用を希望されず。元々、2泊3日など一時的な宿泊からスタートされた方で、ショート

ステイの方が実態に即しているため、現在は計画相談とサービスの調整を行なっている。

・エスペランサの利用者1名が、10月3日（木）から榎坂病院に任意入院となった。9月24日（火）に

外出をされ、そのまま行方が分からなくなっていた。当初は職員やご家族で捜索をしていたのだが、全

く発見されず、警察に捜索願を出すことにした。10月3日（木）に曾根崎警察署にて保護されていると

いう連絡を頂き、計画相談事業所職員が迎えに行った。迎えに行く際に主治医から「榎坂病院に連れて

きてほしい」と連絡があり、榎坂病院へ連れて行き診察をしたところ、そのまま入院となった。服薬が

上手くできておらず（朝食後の薬が飲めていなかった）、精神症状の悪化から今回のケースに至ったよ

うである。発見時は疲弊が見られたが、入院することで回復され、12月17日（火）に退院。現在は症

状も安定され、安定してグループホームを利用されている。

1

48

平均

年齢

在籍者数定員

43

2024年度 利用者の異動

入居者 退居者

1



新規利用の状況

2 ／13

※期末時点での空き部屋数です

在籍者の障害支援区分内訳（3月末時点・サテライト含む）

なし 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 合計 平均

エスペランサ 3 3 2

ピオラ 1 3 1 5 3.0

プレジール 3 3 3

合計 0 0 4 6 1 0 0 11 2.7

区分平均＝区分✕人数÷実人数（区分１は一人、区分２は二人と計算）

利用者の障害種別内訳（3月末時点・サテライト含む・重複あり）

身体 知的 精神 合計

エスペランサ 1 2 3

ピオラ 5 5

プレジール 3 3

利用者の日中活動状況（全ホーム、併用あり、3月末時点）

1

日中活動の状

況

就労

1

・5月9日にエスペランサの見学があった。男性。きらめき・ブルーリボン・別の法人の事業所を利用

されている。お母さんも同席され、共に見学・説明。しかし体験利用には至らず。

・5月9日にプレジールの見学があった。男性。共同作業所・シードを利用されている。元々入居を希

望されており入居もほぼ決まっていたのだが、今回の見学はどのような部屋か確認をしたかったとのこ

とで、シード職員と一緒に見学をした。（その後、6月20日から体験→7月から本利用される）

5 4 30

特になし

見学相談・問合せ※空き/部屋数

2

0

生活介護に関して、3名がのぞみ共同作業所を利用・1名がきらめきを利用されている。就Bにつ

いては、1名はサフラン、2名はブルーリボン、他2名が他法人の事業所を利用されている。就

A・病院デイケア等は、他法人の事業所・病院を利用されている。就労に関しては、大手企業に

て障がい者雇用として2024年4月から働かれている。

0

就労移行支援
就労継続支援

A型

就労継続支援

B型
生活介護

病院デイケア

等



利用実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

エスペランサ 119 94 93 93 93 84 63 60 78 92 84 93 1,046

ピオラ 150 152 150 155 154 150 155 150 155 151 140 124 1,786

プレジール 64 62 60 93 93 90 93 90 93 93 84 93 1,008

体験利用 11 11

合計 333 308 314 341 340 324 311 300 326 336 308 310 3,851

※サテライト含めた利用実績。退去後の支援・入院は含まない。

単身生活に向けた取り組み（自立生活支援）

苦情・事故

苦情件数

1

事故件数

・エスペランサ利用者から1件あり

　10月末からエスペランサの夕食会はプレジールで調理し、弁当箱に詰めて届けるようになった。11/7に配達し

た弁当について、食べた利用者から「下痢になった」との訴えがあり、「弁当が原因ではないか」「職員が毒を

入れたかもしれない」といった疑いも受けた。

　同じ弁当を食べた他の利用者に確認したところ同様の症状は見られなかった。当人にはその旨説明し、何かを

入れるようなことはしていないこと、今後の対策を考えるため次回の配達を中止することを伝え、念のため病院

で検査を受けることも勧めた。

　翌朝まで下痢は続いたそうだが、本人からは他に原因として思い当たることがあり、回復もしたとの報告が

あって、結局病院にも行かれていない。

　原因不明なままでとなったが、食中毒に対する意識向上の機会と捉え、弁当箱や運搬容器の消毒、調理場の換

気、感染対策に関する書類作成などといった食中毒対策に取り組んでいる。

自立生活支援の状況

4月20日にプレジールから1名退居された。一人暮らしを希望されていたこともあり、2

月頃から退居まで自立生活支援の取り組みを行なった。計画相談・社協・生活福祉課・訪

問看護など関係機関と連携・連絡をとりながら、本人と不動産屋へ行き物件選びや見学・

引っ越しの見積もりや必要な家具等の買い出し、所有物の荷造りといった引っ越し業務な

ど、新しい生活に向けての幅広い支援を行なった。退居後から6月末まではグループホー

ム退居後の支援として、体調確認等の連絡・関係機関への調整などを行なった。（退居後

の共同生活援助サービスは3ヵ月の期間のため6月末まで）

0



2．事業所での活動内容

夕食会実施状況…上段：実施回数、下段：延べ参加者数（体験利用者含む）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

14 13 12 14 11 13 14 11 12 11 10 12 147

27 26 24 27 22 25 13 9 14 18 17 24 246

2 3 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 24

10 15 10 10 5 10 10 10 10 10 10 10 120

1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 11

2 2 3 3 0 3 3 3 3 3 3 3 31

※エスペランササテライトは実施なし ※プレジール8月夕食会は台風の影響の為、中止

訪問 毎日、各グループホームをスタッフが訪問し、相談や生活支援を行なっている。

夜間支援 夜間、電話での緊急時の相談支援を行なっている。

利用者ミーティング

各住居ごとに適宜開催している。夕食会のメニュー決めやレク、新しいプログラムやグループ

ホームのルール確認などについて話し合うなどしている。またスマホの使い方を教えてほしい

といった個人的な対応に関しての話も出たりと、最近はこれまでよりも幅広い話ができている

と感じている。

レクリエーション

基本的に利用者ミーティングで内容を決めて実施してきたがコロナ禍以降は実施できていな

かった。しかし利用者からの希望もあって、行なうことに決定した。3/20(木)に猫カフェに行

くという内容で、3ホーム合同でのレクリエーションとして行なった。参加をしたのがプレジー

ルとピオラからの利用者だったので最終的に2ホーム合同ということになったが、集合場所や当

日の段取りなどスケジュール作りから職員・利用者と一緒に行ない、利用者からの声を尊重し

た。久し振りのレクリエーションということもあって、利用者も全員満足されていた。今回の

レクリエーションをきっかけに次も充実した内容になるように意識して取り組んでいきたい。

夕食会

住居ごとに開催（エスペランサ:月・火・木、プレジール:月1回、ピオラ:月2回）。食費軽減や

季節・行事に合わせたメニューを取り入れて食の充実を図る、といった目的で行っている。共

有部屋で一緒に食事をとる形式をとっている。

エスペランサ夕食会について、2024年の10/31(木)からプレジールの台所を使いそこで弁当と

いうかたちで夕食を準備し配達をするということになっている。プレジールでも希望される方

がおられたため、11月以降はプレジールにも同様に希望者に弁当を提供している。メニュー

は、月曜日は魚がメインで火曜日と木曜日のメインは肉となっている。エスペランサ・プレ

ジール利用者共々非常に満足されており、引き続き提供していきたい。

個別支援

自力での住環境清美・維持が難しい利用者のために部屋の清掃支援をしたり、一人で買物がで

きない利用者から「一緒に買物に来てほしい」と希望がありスーパーなどへ買物同行を行なっ

たり、各々の希望に沿って個別の支援を行なっている。

関係機関との連携連絡

医療機関や福祉サービス事業所のほか、訪問看護や金銭管理サービスを利用する方も多く、利

用者の安定した生活を維持できるよう連携連絡をとっている。

エスペランサ

ピオラ+

サテライト

プレジール



※エスペランサ→10/31から夕食会を弁当に切り替えており、以降は弁当の回数を記載。

11 12 11 10 12 56

28 24 22 20 24 118

※11月から月・火・木で弁当を提供しており、上記にて実施回数と参加者数を記載。

3.職員の状況

職種と職員配置（単位：人）

実数

常勤換算

※生活支援員と世話人は兼務の場合あり。サビ管は世話人と兼務。

職員会議の実施状況

回数

月1回

月1回

月1回

２か月

に1回

対外的な活動

担当者 回数

阪本 8回

阪本 2回

阪本 5回

本宮 11回

北山 6回

北山 7回

管理者 サビ管 世話人 生活支援員

プレジール

弁当

1 1 7 2

1 0.3 3.1 1.3

名称 内容及び状況

スタッフミーティング
グループホームのスタッフ全員で支援方法などについて話し合う。それぞれが

参加したものについて伝達研修を行う。

常勤会議 常勤職員が事業の運営や予定について話し合う。

管理職会議 管理職が集まって、事業運営などについて話し合う。

職員全体ミーティング
全事業所の職員が集まって、事業ごとの報告や全体的な活動について話し合

う。

名称 内容

吹田市グループホーム連

絡会

市内グループホームにかかわる支援者が集まり過大解決を図

る。様々な居住の支援にかかわる情報交換。

事業所連絡会	

サビ菅業務に就くスタッフが集まり、業務の悩みや考えている

ことなどを共有。各事業所の収入状況や新規利用・開所状況な

どの確認。				

障害支援区分認定審査会
吹田市が支給決定を行う方の障害支援区分認定について、調査

をもとに検討を行い、区分についての決定を行う。

社会福祉審議会障害者施

策推進専門部会

障害福祉計画策定についての検討。

虐待防止チーム
虐待防止に関する啓発・研修等の実施、虐待防止委員会の開

催。第三者委員聴き取りも担当。月１回担当者Mtgを開催。				

防災ミーティング
防災に関しての話し合いを行なっている。



総括

　年度初めに利用者数の増減があったものの、この一年は安定した利用者数を確保できた年であっ

た。4月～6月にかけて2名の利用者が退去したが、内1名は計画相談など関係機関と協力し合い退去の

支援をしっかりと行ない、もう1名は計画相談と連携をし本人の希望に沿った生活を目指せるように支

援を行なった。その後7月に1名がプレジールの利用を開始し、毎月全日利用をされている。7月から合

計利用者数が11名となり、秋頃に入院される方が1名おられたとはいえ、適切な支援を意識することで

この一年は安定した利用者数となったと思う。

　月・火・木の夕食会の拡大（エスペランサだけでなくプレジールでも開催）やレクリエーションの

再開、日々の訪問や個別の掃除支援、体調不良時の買物支援・通院同行など、幅広く支援をすること

も利用者の安心につながり、グループホームにて満足した生活を送ることができている。

　またできる範囲でだが、訪問スタッフの数を1名ではなく2名にすることで臨時の動きにも対応した

り、1人での対応時の負担減らすことでより余裕を持った対応ができたり、支援の質を上げることも意

識した1年だったと感じる。

　さらに支援の質を上げるという面では、スタッフミーティングだけでなく、「利用者のために何を

するべきか」「この支援はどうだろうか」など日頃も支援に関しての会話を意識してコミュニケー

ションの量も増やした。コミュニケーションが増えると新たな発想があったり日々抱えている不安を

相談できたりもし、スタッフの意欲にも結びつきより良い支援につながっていると感じられている。



事業所名：

大原依子 聞き合うワーク　フォローアップ 〇 法人内研修

北山晶規 虐待防止研修 〇 法人内研修

前田由香 虐待防止研修 〇 法人内研修

南川直子 虐待防止研修 〇 法人内研修

塩崎綾香 虐待防止研修 〇 法人内研修

本宮知純 虐待防止研修 〇 法人内研修

阪本祐貴 虐待防止研修 〇 法人内研修

伊郷梨絵
会計管理者担当者

研修会　入門編
〇 大阪府社会福祉協議会

伊郷梨絵 虐待防止研修 〇 法人内研修（ビデオ視聴）

北山晶規 サービス管理責任者実践研修 〇 大阪府障害者福祉事業団

北山晶規 サービス管理責任者実践研修 〇 大阪府障害者福祉事業団

北山晶規 合同防災訓練イベント 〇 法人内研修

大原依子 合同防災訓練イベント 〇 法人内研修

南川直子 合同防災訓練イベント 〇 法人内研修

前田由香 合同防災訓練イベント 〇 法人内研修

村本初治 合同防災訓練イベント 〇 法人内研修

14:00~15:30

14:00~15:30

14:00~15:30

14:00~15:30

10:00~12:00

10:00~12:00

9:20~17:30

9:20~17:30

13:30~15:30

13:30~15:30

13:30~15:30

13:30~15:30

13:30~15:30

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

⑧

そ

の

他

備 考

4月18日

9月18日

2024 年 度 研 修 参 加 実 績

②

事

業

③

資

格

エスペランサ（共同生活援助）

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律

①

人

権研 修 テ ー マ

14:00~17:00

氏名 開 催 日 研 修 時 間

9月18日

9月18日

9月18日

9月24日

10月26日

12月10日

12月11日

9月18日

9月18日

14:00~15:30

14:00~15:30



1.事業所の状況 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 1 2 3 7 4 17

女性 0 0 1 4 1 2 8

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 2 1 4 3 7 17

女性 1 1 1 2 3 8

障がい種別ごとの利用者数（重複あり）

精神 知的 身体

男性 14 3 0

女性 5 3 0

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

271 23

3282 274

296 25

3

7

21

5

利用相談・
見学者な
ど

苦情受付および事故の状況

苦情 15件

事故 1２件

月初在籍者数

新規利用者数

退所者数

2024年度　 サフラン(就労継続支援事業B型)  事業報告

2025/3/31現在

開所日数

延べ利用者数

授産活動中（調理・清掃）による怪我や転倒・やけどなどが４件。調理器具使用中の怪我

が３件。物の落下による怪我が２件。カーペットにつまづき転倒が１件。車のシート座席

を倒した時や机の移動中に指を挟む怪我が２件。

利用者に関するものが４件。スタッフに関するものが２件。作業に関するものが３件。設

備に関するものが２件。弁当事業に関するものが３件。イベントに関するものが１件。

今年度は８月～１月にかけての新規利用の相談と見学が多く、体験が5件、見学が21件あった。利用さ

れていた事業所が閉所することに伴い次の行き場を探しての問い合わせや、ステップアップを目的とし

た見学、日中活動先を探しての見学のほか、人間科学大学の学生や、他施設事業所からの施設内見学な

ど利用を検討される方以外からの問い合わせも多かった。診療所や計画相談事業所、市役所からの紹介

が主である。見学や体験を通して利用につながったケースもあれば、事業所との距離の問題から近隣の

B型事業も見学し検討していただくよう勧めたケースもあった。

体験利用者数

相談・見学件数



年間合計 年間平均

収入 9,738,546 811,546

支出 6,226,981 518,915

支払工賃総額 4,343,983 361,998

工賃時給 376

平均工賃月額※ 29,169

授産種目①

弁当事業

授産種目②

紙すき

授産種目③

織り

授産種目④

あいほうぷ清掃

3.就労支援の状況

年間合計

就職者数 0

フォローアップ件数 0

就労支援の状況 現在、２名の利用者が清掃作業のアルバイトを継続している。

2.生産活動の状況

弁当の製造・販売・配達。専属栄養士の指導の下、衛生管理・調理方法・盛り付け方法・

販売接客などノウハウを学びながら作業に取り組んでいる。完成された弁当は近隣住民を

中心に販売および配達を行っている。特に高齢者を中心に定期的な注文や独居高齢者の心

配をしている家族からの配達依頼が増えている。また、企業や福祉委員会からの注文もあ

る。

現在1名の利用者が清掃作業に参加している。

織り機2台を導入し、利用者それぞれが自分の感性や技術を使って手織りしている。複数

の利用者が1枚の布を手掛けるため、それぞれの織り方や目の細かさ、糸の色合いなどが

異なるため、多様な個性が集約されているのが特徴。織りあげた布地は「さふおり」と名

づけ、Tシャツや靴下、ポーチやバッグなどいろいろなものに加工している。2024年度

は、スペース草にて『ぼくのかわりはだれもいない～まなざしと証～』を開催。

牛乳パックを再生利用した手すき紙「さふがみ」と加工品（アクセサリーなど）の製造を

行っている。利用者が漉いたさふがみは、ギャラリーや作家さんから注文がいただくこと

もあり、高く評価されている。2024年度は、スペース草にて『ぼくのかわりはだれもい

ない～まなざしと証～』を開催。



4.事業所での活動内容

①利用者状況

　今年度は1名の方が退所し、その後新たに3名の方が仲間として加わった。退所者は、長年サフランを利用

しておられた方で「少しの時間でも働きたい」という希望をお持ちだった。年齢のしんどさから退所された

が、本人が希望される限り働き続けられるよう受け入れをしたことで、納得して退所を決められている。現

在登録者数は２６名と決して多い数字ではないが、通所率は上がっている。上半期は、作業以外の部分で、

個別の支援やイベント出店、そして青山台ブレックファーストの開催に力を注ぎ、利用者が必要としている

こと・この町が必要としていることを汲み取り実現させた期間となった。結果、利用者の通所率にもいい影

響を与えたのだと思う。下半期は、職員の休職が相次いだことで、他事業所からの応援体制での運営となっ

た。そのため、利用者にとっては落ち着かない日々で、不安を抱えることもあっただろうと感じる。しか

し、危機的な局面においても「みんなで支えあおう」という空気があり、それぞれの利用者がご自身の仕事

や役割を全うされ、職員自身も利用者の支えがなければ乗り越えることができなかったと感じている。ま

た、10月以降、職員体制が少しずつ安定したことで、余裕も生まれ、縮小していた活動を再開することがで

きた。一人の職員だけでは対応できていなかった個別の支援にも改めて力を入れることができるようになっ

た。さらに、見学・体験希望の受け入れができる体制となると、問い合わせも多くなり、現在は体験利用中

が1名、その後も複数の見学・体験希望が控えている状況となっている。

　法人事業分割については、利用者それぞれが職員の経緯説明や気持ちを受け止めてくださっており、大き

な混乱も起こっていない。不安を抱える声は多少あるものの、気になることはすぐに聞いていただけるよう

声掛けを続けている。

③創作展の開催

　第6回目となる創作展『ぼくのかわりはだれもいない～まなざしと証～』を開催。昨年亡くなった3名の仲

間を偲び、一人ひとりの存在と証を表現した。創作に集中するために定期的な土曜日開所を設定し、創作

デーとして参加者を募った。参加を希望される利用者が少しずつ増え、創作デーが定着し、「創作」そのも

のが定着していることを感じている。今年も多くの作品が生まれ、開催期間1週間で50万円を超える売り上

げとなった。また、今年は他事業所からの見学が多く、刺激を受け取って帰られる姿を見て、私たちの活動

を注目してくださっているのだと受け止めている。今後も臆することなく、新たな展開や取り組みに挑戦し

ていきたい。また、来年度についても創作展を開催することが決まっており、着々と準備を進めている。

②生産活動（弁当）

　昨年度で吹田市から委託を受けていた配食サービス事業が終了となった。サフランは竹見台・桃山台地区

の独居高齢者宅への配達を担当しており、終了後も継続を希望されたお客様にはしばらくの間、お弁当を配

達させていただいた。しかし、配達に関わる人件費や物価高、職員の体制などあらゆる経緯から、今年度12

月末で竹見台・桃山台地区への配達を終了することとした。それに伴い、お客様には説明に伺い、吹田市が

発行する配食事業者一覧表をお渡しするなど、今後も困ることのないよう対応した。また、サフランは以前

から「青山台地域に根差した弁当屋」を目指している。配達コースが減ることで売り上げも減るのではない

かと不安があったが、「青山台地域の方にもっと知ってもらおう」とポスティングを強化した。さらに「青

山台ブレックファースト」の企画開催はサフランの存在を多くの地域住民や学生団体、他事業所の方たちに

知ってもらう機会となった。いつもお弁当を注文くださる方が、青山台ブレックファーストにも足を運んで

いただくことも多くあった。少しずつ新規のお客様からの注文も増え、ありがたいことに売り上げが大幅に

下がるといったことはなかった。利用者も含めたミーティングで話し合いを重ねたことで、「地域に根差し

たお弁当屋」を目指す気持ちはぶれず、みんなの中にあることが分かった。利用者からも多くの意見が上が

り、職員・利用者ともに意見を出し合いながら考えられる「サフランの強み」を改めて実感した１年だっ

た。



④生活支援

　これまで大切にしてきた個別支援の成果が現れた1年だった。昨年度の支援を通して、新年度開始時より

利用者からの定期面談や個別相談の申し込みが増えている。体調を崩した利用者の元へ訪問し、しんどい時

間を一緒に過ごせさせていただく中で通所に繋がるなど、個別での関わりを大切にしてきた。また、昨年に

引き続き、利用者と関係機関とのコミュニケーションサポートにも積極的に取り組んだ。医療機関を受診し

た際、利用者ご自身で病状の説明をするのが困難なケースが多い。診察前に主治医に伝えたい内容を一緒に

確認し整理することで、受診がスムーズになることもあった。必要に応じて通院同行を行っており、精神科

だけではなく、その他の科にも同行することがある。計画相談職員と連携して、利用者の自宅訪問を行い、

同居するご家族の思いも含めた支援を模索している。

　利用者が増えたことで、居心地の悪さを訴える声、昼休みの騒音に関する相談・人間関係のトラブルな

ど、人が行きかう空間だからこその起こる出来事も多くあった。利用者自身から相談を持ちかけてくださる

関係性ができており、それが難しい状況でも、それぞれの立場にある職員がその声をキャッチし、報告しあ

う体制ができており、チームで利用者のことを応援していると感じている。

⑦総括

　激動の1年だった。「青山台ブレックファースト」という大きなイベントを企画・開催し、さまざまな人

と出会い、それぞれの弱さと弱さがつながりあうことでより強い絆になっていくのだと感じた。また職員体

制が整わない状況が続き、その中でとても傷つく体験をすることもあった。しかし、職員利用者ともに支え

あい、サフランを守ってこられたのは大きな自信にもなった。この1年を通して、「弱さと弱さでつながり

あう」ということが大きなテーマになったようにも感じている。

⑤希望の実現　海外旅行

　「海外旅行に行きたい」「外国の文化に触れたい」「韓国で煙草を買いたい」「韓国で焼肉を食べたい」

「大きな船に乗りたい」などさまざまな声から始まった海外旅行への準備。職員体制の問題から途中で諦め

ることも考えたが、2月になんとか実現した。旅行中は、多くの希望を叶えることができた。希望が叶うと

いう体験することで、新たな希望を口にすることができる。これは「自信」につながっていくサイクルなの

だと実感した。今後も本人の持つ希望を叶えるための応援をしていきたい。

⑥地域交流

　上半期は地域のお祭りに参加し、職員利用者それぞれが家で使わなくなった物品を持ち寄り販売、売上

6,045円全額を能登半島の被災地での活動支援に寄付した。多くの利用者がボランティアとして店頭に立っ

た。5月には青山台ブレックファーストを開催。「休みの日はのんびり起きて、青空の下朝ごはん！」をコ

ンセプトに、朝ごはんを提供し、近隣の障がい福祉事業所や元気のなくなっている近隣センター内の店舗に

呼びかけてマルシェを主催し、企画運営を行った。5大学の学生団体に声をかけ、ギター演奏や運営のボラ

ンティア、それぞれの団体の活動を紹介しながら出店をしてもらった。開催当日は円陣を組み、出店者全員

紹介をし、互いを知り対話が進む工夫を行った。青山台ブレックファーストを通して団体同士がつながり、

活動の輪が広がる結果にもつながった。子どもも大人も、障がいのある人もない人も、集う人たちが食事を

囲んで語らう場を作れたことは、地域にとっても私たちにとっても大きな財産となったのではないかと思っ

ている。そして、この企画には、多くの利用者がボランティアとしてかかわり、自然な形で参加者と交流が

広がる場となった。

　下半期は青山台ブレックファーストの開催は難しかったものの、青山台地区福祉委員会のみなさんとクリ

スマス会を開いたり、散歩に出かけたり、定期的なイベントを一緒に楽しんでいる。また、職員体制が整わ

ず、活動の縮小をしていた中でも、ボランティアグループアムールさんとのプログラムは継続し、この時間

に職員利用者ともに癒され、ほっと一息つける瞬間になっていたのだと思う。



5.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

24回

12回

4回

5回

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

西

栗田

12回

2回

栗田

篠原
16回

西 2回

栗田 7回

篠原紗 4回

西

栗田
2回

西 5回

対外的な活動

担当者 回数

西

栗田

5回

１回

西

栗田
6回

全員 6回

栗田 3回
授産に関する共同受注の促進、授産製品の販路拡大、

事業所研修など。えぇもんフェスタ開催。

吹田市障がい者の働く場事

業団授産部門会議

福祉スタッフのみで開催。来月の予定、支援計画見直しについて、

管理者会議内容の報告、問題改善、内部研修、その他連絡など。
サフランスタッフミーティング

名称 内容及び状況

利用者、ボランティア、家族、地区福祉委員、相談支援センターや

計画相談事業所など出席。事業所の前月の活動状況と当月の活動予

定の報告など。出席した関係機関の紹介・近況報告も行っている。

内容

連絡会

調理ミーティング

福祉スタッフとメンバーが出席。調理、事務、自主製品（紙すき、

織り）についての話し合い。その他、レクレーションの検討を行っ

ている。

調理スタッフと福祉スタッフが出席。日々の調理に関することや、

調理準備の打ち合わせを行った。その他、物価高による対策の検討

など。

サフランメンバーミーティング

名称

管理職会議

のぞみスクラム会

法人運営及びその事務に関する打ち合わせ

若手職員で構成。職員間、又は利用者も含めた交流行事の企

画。のぞみ便りの編集。

青山台商店会

青山台商店街の運営、敷地建物の管理、商店会イベン

トの企画・打ち合わせなど。緊急事態宣言により会場

となる市民ホールが閉鎖された場合、中止。コロナに

より夏祭りなどの行事は中止となった。

名称 内容及び状況

虐待防止の取り組み
法人の虐待防止の取り組みとして、各事業所の利用者から法

人や事業所への意見を聞くための打ち合わせをなどを行う。

家族会 のぞみ家族会にオブザーバーとして参加。

事業所連絡会

近況報告や今後の取り組み内容（虐待防止など）についての

検討。

１１月より、各所利用状況や収支の確認、取り組みの報告な

ど。

エンジン会議 法人運営及びその事務に関する打ち合わせ

聞き合うワーク 法人内研修。

青山台地区福祉委員会

青山台地区福祉委員会とサフランの交流イベントの打

ち合わせ・開催。ふくしふれあいまつり実行委員会参

加。

佐竹台地区福祉委員会のお

弁当注文
佐竹台地区内の高齢者に向けて弁当を届ける。



西 3回

栗田 4回

栗田 ２回

職員・利

用者
1回

福祉職員

利用者
6回

その他

全員 1回

全員 3回

栗田 １回

イエローレシートキャン

ペーン呼びかけ活動

北千里イオンで毎月１１日に行っている呼びかけ活動

に参加。

大和大学講義

大和大学看護学生を対象とした出張講座。職員・利用

者が講師として、体験談発表やその後のディスカッ

ションへのオブザーバーとして参加。

ヒューマン福祉会評議員会 評議員として出席。

歯科検診 藤田歯科協力。6/20実施。

名称

サフラン紙すき手織り作品

展
豊中スペース草にて。6/29～7/5

青山台ブレックファースト
地域交流の場、ボランティア受け入れの場、啓発・広

報の場として、サフラン前にてマルシェを開催。

吹田市障がい福祉サービス

日中活動事業所連絡会

（および役員会）

日中活動事業所職員の意識技術向上のための研修会の

企画・開催、共通する課題についての検討、行政動向

の報告など。

障がい者週間記念事業事務

局

吹田市・市内障がい者団体・社会福祉協議会で構成さ

れた実行委員会。12月に行う吹田市障がい者週間記念

事業の企画・運営。



栗田みくと 18 ： 30 ～ 20 ： 30 愛着障がいについて学んでみようPartⅡ ○ ○ 日中活動事業所連絡会

栗田みくと 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内部研修

津久田和子 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内部研修

鈴木陽子 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内部研修

今中順子 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内部研修

安田茂子 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内部研修

マイナ奈央 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内部研修

太田房子 14 ： 00 ～ 15 ： 30 虐待防止研修 〇 法人内部研修

栗田みくと 13 ： 30 ～ 16 ： 30 カウンセリング研修 〇 〇 オンライン座房ワーク

栗田みくと 終日 サービス管理責任者実践研修 ○ ○ 大阪府障害者福祉事業団

栗田みくと 終日 サービス管理責任者実践研修 ○ ○ 大阪府障害者福祉事業団

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

8月5日

④

管

理

者

⑤

新

人

9月18日

9月18日

9月18日

10月28日

9月18日

2024 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サフラン

氏名 開 催 日 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

①

人

権

②

事

業

③

資

格

⑧

そ

の

他

備 考

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律

9月18日

9月18日

12月10日

12月11日

9月18日



事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

食中毒防止勉強会、レク「海遊館」、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、イエローレシートキャンペーン呼びかけ活動、のぞみ総会、お楽しみ

会、歯科検診、青山台ブレックファースト、個展開催、レク「個展見学」

2024年度

事業所活動

メンバーミーティング（月１）、職員ミーティング（月２）、レクレーション（月１）、SST勉強会（月１）、手芸の会クローバー（月１）、創作デー

（月１）、サフカフェプレミアム（月１）、大掃除（月１）、ブルーリボンケーキ販売会（月１）、連絡会（奇数月）、障がい者歯科検診（年１）、個

展（年１）、青山台地区福祉委員会交流会（年３）、福祉ふれあいまつり（年1）、サフランお楽しみ会（年4）、旅行（年１）、ギターの会（月1）、

椅子ヨガ（年1）

映画レク『ドラえもん』、イエローレシートキャンペーン呼びかけ活動、レク「天王寺動物園」、バザー出店「青春祭」

レク「箕面の滝」、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、青山台ブレックファースト

レク「初詣（四天王寺）」、のぞみボッチャ大会

第三者委員聞き取り活動の報告会、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、レク「神戸（南京町・ポートタワー）」、韓国旅行

ハートふれあいまつり、青山台地区福祉委員会交流会「万博梅見」

個展開催、イエローレシートキャンペーン呼びかけ活動、個展打ち上げ、青山台ブレックファースト、青山台地区福祉委員会交流会「ボッチャ＆モルッ

ク大会」、レク「真夏のカラオケ大会」

レク「箕面キューズモールのフードコートへ行こう」、納涼会「カレー作り」、大掃除とごはん会、大和大学講義

佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、イエローレシートキャンペーン呼びかけ活動、レク「焼肉ランチを食べに行こう（十三）」、のぞみ福祉会

虐待防止研修

佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、障がい者週間用パフォーマンス動画撮影、えぇもんフェスタ、レク「万博公園へ行こう！」

西山田ふらっとサロンバザー出展、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、イエローレシートキャンペーン呼びかけ活動、ギターの会で楽器屋に行

こう、レク「ボーリング大会」

障がい者週間記念事業イベント、イエローレシートキャンペーン呼びかけ活動、第三者委員の取り組み（中西さんが来訪）、ＨＯＰＥひばり合同忘年

会、青山台地区福祉委員会クリスマス交流会、クリスマス忘年会、サフラン忘年会



1.事業所の状況     2025/3/31現在

開所日数と利用実績

指定特定相談支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 171 174 174 174 175 176 176 177 179 179 180 181

新規相談件数 3 1 3 3 4 6 3 5 5 2 3 3 41

新規契約者数 3 0 2 1 2 1 1 2 0 2 2 1 17

契約終了者数 0 0 2 0 1 1 0 0 0 1 1 1 7

計画 17 19 13 20 13 17 18 10 11 12 25 19 194

モニタリング 129 130 133 121 134 134 127 138 133 131 123 133 1566

指定障害児支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 4 4 6 7 7 7 7 7 7 8 8 8

新規契約者数 0 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4

契約終了者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画 0 3 1 1 0 0 0 2 1 0 0 0 8

モニ タリング 4 2 4 5 6 5 5 2 3 5 4 4 49

指定一般相談支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1

新規契約者数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

支援終了者数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

訪問 3 0 0 0 0 2 2 2 2 2 2 2 17

苦情及び事故の状況

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

苦情受付件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事故件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苦情及び事故の概要、その後の対応について

2024年度　シード

（指定特定相談支援・指定障がい児支援・指定一般相談支援）事業報告



2.事業所での活動内容

総括

重点項目①【新規ケースと収入の状況】

2024年度4月から3月における契約者数は、新規契約が21人、契約終了が7人、合計190人となった。新規契約者21人の内訳は、指

定特定相談支援17人、指定障害児支援4人。依頼元は、法人内の日中活動先からが9人、本人・家族からが8人、福祉サービス再開

が1人、行政が2人、その他関係機関が1人となる。

指定一般相談支援事業（地域移行）は、4月に1人が退院され利用終了となったが、9月に1人が利用開始となり年度末時点の利用者

は1名である。

年度を通して、新規利用者が増加し、各種加算を積極的に取得する活動が実を結び、収入は当初予算を上回ることができた。特に

12月からはピアサポート加算を加えることができたことで収入を月15万円程度上乗せし、月間収入300万円までもう少しのところ

まで売上を伸ばすことができた。

重点項目②【地域移行】

2024年度は２件の利用があった。そのうち１件は、日常生活支援住居施設（日住）への退院が決まり地域移行支援事業の利用が終

了となった。日住は利用年限があるため、入居1年以内に携帯電話など生活に必要な準備をして、通院が便利なエリアへの転居を目

指したいとの希望が利用者より語られたが、退院後に重篤な内科疾患の罹患が判明し再度入院となった。

もう１件については、事業に関する説明を経て、9月より利用を開始した。自宅マンションでの近隣トラブルが引き金となり、１３

年間精神科病院に入院されている方のケース。病状は安定しており毎月１週間程度、自宅に外泊をされている。両親はすでに他界

され、他県に姉が住んでいる。2週ごとに病院を訪問し、担当ケースワーカーとともに本人の意向をお聞きし、課題を共有してい

る。グループホームや公営住宅、金銭管理など福祉サービスや地域における社会資源の紹介や見学同行を行っている。支援をする

中で、家族が年金などの金銭管理を行なっているため、自身が資産状況を把握していない。また入院が長期にわたっているため生

活に必要な予算の組み立ても難しいことがわかった。また家族が忙しく、カンファレンス開催の日程調整も難しい状況もある。今

後も本人、家族の意向のすり合わせを行い退院先候補を絞り、本人が望む働きながら趣味も充実できる生活を実現するためにはど

うしたらいいか、家族、医療機関と連携し本人の意向確認を行いながら退院に向けて支援をしていく。

重点項目③利用者の主体性尊重と地域連携による支援の深化

利用者一人ひとりの意向を尊重し、その変化に合わせた柔軟な支援を提供すること、そして地域社会との連携を強化することの大

切さを改めて認識した。

具体的には、担当者変更時の引継ぎにおいて、前任者の支援方針に留まらず、利用者本人の希望や意向を改めて丁寧に確認するプ

ロセスを重視した。サービス担当者会議等の機会を通じて、利用者主体による生活目標やサービス内容の再検討を行い、関係者間

で支援方針を共有することで、より個別ニーズに合致した支援へと改善を図ることができた。

また、精神的な困難を抱える家族を有する利用者への支援においては、利用者本人の状況に加え、ご家族の状況も包括的に理解す

る必要性を痛感した。多職種連携による情報共有や意見交換を通じて、利用者とご家族双方にとってより良い支援策を検討し、提

供した。さらに、地域連携の推進においては、「吹田しあわせネットワーク会議」等の地域ネットワークに積極的に参加した。そ

の結果、他機関からの紹介による新規相談事例も発生し、当事業所の専門性と地域における連携体制が、新たな支援ニーズへの対

応につながった。

これらの事例を通じて、利用者の主体性を尊重し、その意向を丁寧に把握すること、そして地域社会との連携を強化することが、

より質の高い相談支援を提供するための重要な要素であることを再認識した。今後も、この経験を活かし、利用者中心の支援と地

域社会への貢献に努める。

2024年度に入ってからは利用者本人や家族からの直接依頼が増え、法人内の日中活動事業所、過去のシードの地域活動支援セン

ター、委託相談を利用していた方々からの依頼が増えてきている。

障害福祉サービスだけではなく、生活福祉のワーカーや救護施設の職員と連携し、生活保護の制度を活用するケースも増えてい

る。また、65歳を超えた利用者や、加齢により現在の福祉サービスだけでは支えきれない方々の介護保険サービスの利用や移行支

援の必要性が高まっている。

このように、障害福祉制度だけでなく、生活保護制度や介護保険制度、医療制度など、複数の制度をまたいだ支援が求められる

ケースが増加しており、新たな関係者との出会い、それぞれの事業所担当者との連携によるつながりをより強く意識する年度と

なった。

今後も利用者や家族からの期待に応えられるように、より良い支援をしていきたいと考えている。



3.職員の状況

職員会議の実施状況

名称 回数

相談支援調整会議 62回

検討会議 70回

法人内のプロジェクト担当

名称 担当者 回数

管理職会議 山口 18回

全体ミーティング 山口 ４回

家族会 吉武 10回

のぞみスクラム会 吉武 20回

対外的な活動

名称 担当者 回数

吹田市社会福祉審議会障がい

者施策推進専門分科会
阪本 4回

吹田地域精神医療学習会 中山 10回

吹田しあわせネットワーク会

議
吉武 １回

吹田市社会福祉協議会法人後

見事業運営委員会
山口 １回

吹田市精神障害にも対応した

地域包括ケアシステム専門部

会

吉武 1回

家族教室 吉武 3回

よつば会
中山・小

暮
0回

榎坂病院にて行う院内茶話会を中心に退院への意欲を高めてもらうため

の活動。（コロナ感染予防のため中断中で開催できていない。）

障がい者の福祉施策に係る計画の策定その他障がい者の福祉施策の推進

についての調査審議

医療・行政・各事業所・訪問看護など専門家が集まり、それぞれ事例を

発表し支援方法を検討することを目的にしている。また、年に２回程度

は公開学習会として支援者以外の参加も促している。コロナの感染防止

のため緊急事態宣言下ではYouTubeで機関紹介をしている。

吹田しあわせネットワークの定例会

法人後見事業に関する実施要綱第3条に規定する法人事業運営委員会の

設置とその運営に関する会議

吹田市精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムを構築するための関係

機関会議

のぞみ家族会にオブザーバーとして参加。

若手職員で構成。職員間、又は利用者も含めた交流行事 の企画。のぞみ便りの

編集・第三者委員の取り組み。

内容

内容及び状況

相談支援専門員スケジュール確認、情報の伝達

新規計画相談受け入れについて

内容

のぞみ福祉会の運営に関すること



小暮　和歌子 13 : 00 ～ 15 ： 00 障害者差別解消法に係る説明会 〇

三宅　見佳 10 ： 00 ～ 12 ： 00 ことばのコミュニケショーンの発想について 〇

吉武　愛美 13 ： 30 ～ 17 ： 00 権利擁護初任者研修 〇

小暮　和歌子 10 ： 00 ～ 12 ： 00 すいすいシート作成を通して子どもの見方・関わり方を学ぼう 〇

吉武愛美 18 : 00 ～ 20 ： 00 愛着障害と発達障害の理解と支援 〇 日中活動事業所連絡会

山口宗寛 10 : 00 ～ 16 ： 00 令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修(基礎研修） 〇 〇 〇

栁田修辞 10 : 00 ～ 16 ： 00 令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修(基礎研修） 〇 〇 〇

山口宗寛 10 : 00 ～ 16 ： 00令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修（基礎研修） 〇 〇 〇

栁田修辞 10 : 00 ～ 16 ： 00令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修（基礎研修） 〇 〇 〇

吉武愛美 9 ： 30 ～ 17 ： 30 令和６年度大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

吉武愛美 9 ： 30 ～ 17 ： 30 令和6年度大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

山口宗寛 10 ： 00 ～ 17 ： 00 令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修(専門研修） 〇 〇 〇

栁田修辞 10 ： 00 ～ 17 ： 00 令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修(専門研修） 〇 〇 〇

山口宗寛 10 ： 00 ～ 16 ： 30 令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修(専門研修） 〇 〇 〇

栁田修辞 10 : 00 ～ 16 ： 30 令和6年度大阪府障がい者ピアサポート研修(専門研修） 〇 〇 〇

小暮　和歌子 10 ： 00 ～ 12 ： 00
友だち関係が苦手な子どものための

リーシャルスキルトレーニング
〇

山口　宗寛 11 ： 00 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

吉武　恵美 11 : 00 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

小暮　和歌子 11 ： 00 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

磯野　和美 11 ： 00 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

栁田　修辞 11 ： 00 ～ 11 ： 30 ピアサポート研修（伝達研修） 〇

小暮　和歌子 10 : 00 ～ 12 ： 00 災害時のメンタルヘルスケア研修 〇 〇

氏名 開 催 日

11月15日

11月15日

11月15日

12月11日

10月25日

10月25日

11月11日

11月15日

11月15日

8月28日

10月9日

10月10日

10月24日

10月24日

6月27日

8月5日

8月27日

8月27日

8月28日

2024 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：　　シード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6月6日

6月6日

6月25日

研 修 テ ー マ

①

人

権

②

事

業

③

資

格

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律

⑧

他 備 考研 修 時 間



小暮　和歌子 13 ： 00 ～ 15 ： 00 相談支援事業所連絡会 〇

小暮　和歌子 10 ： 00 ～ 12 ： 00 ことばコミュニケーションの発達について 〇

小暮　和歌子 10 ： 00 ～ 12 ： 00 ＬＤ学習の困りごとへの対応 〇

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

11月13日

1月23日

11月12日



1.事業所の状況 2025/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 1 0 7 5 5 18

女性 0 1 1 6 5 6 19

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 9 9 0 0 0 18

女性 5 14 0 0 0 19

障がい種別ごとの利用者数（重複あり）

精神 知的 身体

男性 13 5 0

女性 13 6 0

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 5 11 2

女性 2 4 11

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

275 23

2,819 235

14

2

17

16

利用希望、新規利用および退所者の状況

見学者の状況

2024年度は新規の利用者が14名、喫茶店舗での接客や製菓製造に従事される方が7

名、コーヒー染め作業に従事される方が10名と二つの生産活動の取り組みにそれぞれ

興味を持ってくださる方がおられた。一方で、就労移行支援やA型の事業所に移ってい

かれる方が2名おられたことや、今在籍されている利用者の中にもアルバイトでの一般

就労や次の場所へのステップアップをしたいと希望される方がいる状況である。ス

タッフの人数が限られる中ではあるが、大きな柱となる二つの授産活動のそれぞれの

良さを宣伝し、次の見学希望の方へとつながるような取り組みを続けたい。

月初在籍者数

新規利用者数

退所者数

相談・見学件数

体験利用者数

開所日数

ブルーリボン(就労継続支援B型)  事業報告2024年度

延べ利用者数



苦情受付および事故の状況

年間合計

1

0

苦情及び事

故の概要、

その後の対

応について

スタッフの関わり方についてしんどかったこと、またその後の初期対応についても誠実に対応し

てもらえなかったというお話を継続して聞かせていただいている。ご本人のその時の体調や捉え

方もあるが、「安心して通い続けることができるはずの場所なのに、きちんとした対応をしても

らえなかったのはなぜなのか。」という意見に対しては、今までの対応を振り返り関わり方につ

いて職員全体で一定基準の対応技術やお互いの関わりについての意見交換の場を、持つことがで

きていなかった点は大きな課題だと感じる。職員全体での研修や、勤務形態や年数に関係なく意

見交換ができ、ブルーリボンのスタッフとしての対応という統一性を確保するための時間を取れ

るように話し合いを進めている。

苦情件数

事故件数



2.生産活動

年間合計 年間平均

収入 2,952,921 246,077

支出 1,281,078 106,757

支払工賃総額 1,692,871

平均工賃月額

平均工賃時給

授産種目①

授産種目②

授産種目③

授産種目④

3.事業所での活動内容

◎利用者層と活動の変化について

　喫茶とコーヒー染めという大きな生産活動や施設外支援は、B型事業所へと変わった後も継続しているが新規の利用者が

増えたこともあり、同じ場でありながら利用者の中には環境の変化を感じるという声を聞いている。刺激を受けてさらなる

意欲がでることもあるし、在籍年数や自分の取り組みに対して、自分と相手を比較して気持ちが落ち込むこともある。事業

形態が変わることやその場にいる人が違うため、変化への戸惑いも必然的に起きる。

　職員としては、変化に対する気持ちに個別に向き合う時間を取ることやその時々の変化や先の流れを考え職員間で情報共

有し、支援が後手に回らないようにすることがより求められつつあると感じる。生活介護時のブルーリボンから継続して利

用してくださっている方とB型になったブルーリボンに興味を持ち登録された方が混在している。すべての利用者がそれぞ

れの希望やなりたい姿を叶えるために、職員として何がサポートできるのか何を求められているのかと改めて問われた1年

間だったように思う。同じ内容でも提案の仕方や取り組み方を工夫して、単に継続するだけでなくその時々で必要な支援に

つながるような活動にしていきたい。

◎総括

　2024年度の総括として、2023年度より延べ100名ほど利用者数が増えている。登録新規利用者が増え安定して通所をし

て下さる方がいる一方で、新規利用につながった後も通所が安定しない方や以前から利用登録はありつつも安定した通所が

難しいという方もいる。ご自身の体調やご本人を取り巻くご家族・環境の課題もあるが、職員の対応に起因する通所の不安

定さもある。

　様々なニーズに合わせた作業の提供とそれに対応できる職員の確保は必要であると感じる。また、利用者対応の質をあげ

るための研修や事業所運営に関しては職員間の情報共有、認識の共有のための時間を持つことの必要性も感じた一年であっ

た。

　次年度に向けては、今利用されている方に、「安心して通所できる。将来を見据えて次の準備を整えることができる」と

思ってもらえる環境作りや働きかけをしていきたい。法人体制の変化もあるが、地域の中で自分らしく働くことのできる場

所を作ることで安定した通所を継続し、自分らしく働く姿を想像できるような場所にしていけるように更なる活動の充実と

支援の質の向上に取り組んでいきたい。

喫茶・菓子製造販売

コーヒー染め

さたけん家

佐竹台近隣センター共同トイレ清掃

◎喫茶店舗、ギャラリー展示での活動を経て

　2024年度は喫茶店舗のさらなる活用と利用者が多様な形で仕事に触れる機会を提供することを目的に公募制でギャラ

リー展の開催、休日喫茶でのランチ営業を行った。

　ギャラリー展に関しては、年間で事業所や個人の方から７つの個展を開催していただくことができた。個展期間中は臨時

オープン日を設けることで、普段は喫茶店舗の接客業務に関わらない利用者にもお客さんの対応に関わってもらうことがで

きている。また、実際に個展を開いてくださった方からも普段の取り組みや、創作物の一つの集大成として見に来て下さる

お客さんとの関わりが励みになったとの声もいただいている。

　休日喫茶でのランチ営業については、休日を過ごす場所の一つとして当事業所だけでなく、法人内の他事業所利用者にも

少しずつ広がり交流の場にもなってきていると感じる。ギャラリー展と同じく普段とは違う利用者が接客を担当する機会

や、普段の喫茶店営業時には関わる機会の少なかったカウンター内の仕事にも取り組んでいただくことで仕事の幅を広げ、

お一人お一人の自信へと繋がりつつある。地域のお客さんからも、次のイベントやランチを楽しみにしているとお話をいた

だくことがあり、喫茶店として再び地域の交流拠点としての役割を担っていけるようにしたい。



4.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

11

12

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

久留宮 12

久留宮・西島 12

宇野田・久留宮 6

対外的な活動

担当者 回数

久留宮 10

久留宮 10

西島 11
吹田市障がい者の働く場事業団授

産部門会議
吹田市障がい者働く場事業団の運営に関すること

内容

名称 内容及び状況

ブルーリボン・きらめき合同ミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・年間行事・ケースカンファレンス等

ブルーリボンミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・勤務予定・ケースカンファレンス等

虐待防止mtg 虐待防止について話い、研修等を企画、実施する。

名称 内容

管理者会議
のぞみ福祉会の運営に関すること

亥子谷コミュニティ協議会

高齢者障がい者支援部会 定例会

地域で高齢者・障がい者が安心して暮らせる社会づくりを

考える亥子谷コミュニティセンターで行われる会議

ハートふれあい祭り実行委員会 毎年3月のお祭り実施に向けて検討や準備を行う会議。

名称

防災mtg 防災の取り組みや研修について企画、実施する、



西島彩夏 ～ 面接相談援助技術基礎研修 〇

西島彩夏 ～ 愛着障害と発達障害の理解と支援 〇

大口、西島 ～ 法人全体虐待防止研修 〇

久留宮祐樹 ～ 会計管理担当者研修 〇

大口圭香 ～ カスタマーハラスメント 〇

久留宮祐樹 ～ 就労選択支援について 〇

久留宮祐樹 ～ こさえたん・授産製品　魅力＆売上アップ研修 〇

～

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

氏名 開 催 日 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

9月24日

10月29日

⑧

そ

の

他

備 考

6月21日

8月5日

9月18日

2025 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：ブルーリボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②

事

業

③

資

格

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律

①

人

権

1月9日

2月14日



事業実施状況

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

内本町コーヒー教室、五月が丘防災ワークショップ参加、、いのっこ祭り出店、山田ふれあいフェスタ出店

連絡会、ブルーリボン・きらめき合同防災ワークショップ、第3者委員聞き取り、COCOROフェスタ出店、

レク（亥子谷音楽祭見学）、忘年会、

輪にネット五月が丘交流会、休日喫茶、むすびバザール、のぞみ合同ボッチャ大会、五月が丘お楽しみ会参加、

ギャラリー展『はじめまして、のぞみ共同作業所です』

連絡会、ギャラリー展『扉の外、一時間～open the door～』、大阪保健福祉専門学校実習生受け入れ、休日喫茶、はぴ

すま出張喫茶、レク（はぴすまのぞみ月間見学）

ハートふれあい祭り、ギャラリー展『待って！あれって！？はあてー♡！？！？』、吹南地区福祉ふれあいフェスティバ

ル出店、のぞみ福祉会合同防災イベント、休日喫茶

ギャラリー展『REKISHI写真展』、夏祭りiｎ五月が丘出店、のぞみ全体学習会『虐待が生まれない施設を目指して～「言

うてええねん」話せる場に～』、ブルーリボン作品展、クリスチャンセンターバザー出店、亥の子谷障がい者高齢者支援

部会主催ボッチャ大会参加

連絡会、えぇもんフェスタ出店、ギャラリー展『革とCOFFEE』、さくらフェスタ参加、歯科健診、千里新田地区公民館

文化祭出店、甲東教会バザー出店

2024年度

事業所活動

定例

連絡会、休日喫茶オープン、ギャラリー展『2人展 電車を撮る』

角谷クリニック・サフラン・のぞみ共同作業所・はぴすま・五月が丘ふれあいサロンなどケーキ販売＆配達。（各月1回程

度）

コーヒー染め（毎日）、さたけん家（週1回）、佐竹台近隣センタートイレ清掃（週3回）、連絡会（適時）朗読工房（月

1回）、チャンゴ練習（月1回）、昼ごはんでっせぇ（月1回）、パソコンサロン（適時）、ヨガ（月1回）、ブルーリボン

mtg（月1回）、コーヒー染めmtg（月1回）、レクレーション（適時）、のゼミ（月1回）、健康勉強会（月1回）、五月

が丘ふれあいサロン当番（月1回）、ブルーリボンコーヒー染め作品展（年1回）

内本町コミュニティセンターコーヒー教室、休日喫茶オープン、さくらフェスタ参加、レク（南千里トナリエ）

連絡会、のぞみ福祉会総会『のぞみだヨ！全員集合！』、南山田地区喫茶イベント『晴れ時々コーヒー』、

大阪医療技術専門学校より実習生受け入れ、青山台ブレックファースト出店、

五月が丘ふれあいサロンバザー出店、レク（サフラン個展見学）、レク（ランチとカラオケ）、

ギャラリー展『ほわほわ共感～共に感じ共に楽しく～』

連絡会、五月が丘ふれあいサロンイベント『夏休みわくわくデー』出店、カレーの会、大和大学体験談発表会、レク（プ

ラネタリウム）、片山公園平和親子納涼祭り、


